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生駒市保護司会では、更生保護に係る情報を地域の皆様に発信し、保護司や保護司会活動に対し理解を深めてい

ただこうと、ホームページを開設致しました。

ホームページ作成に当たっては、令和６年度中の開設を目標に総務部会が中心になって検討を進めました。打ち

合わせ会議も含め１０回の総務部会を部員が全員集まれる土曜日

に開催し、待望のホームページが出来上がりました。まだまだ至

らぬところもあろうかと思いますが、まずは第一歩の前進を見ま

した。これからは、皆様のご意見も頂戴し、内容等の更なる充実

に努めて参ります。

さて、国の法務省保護局において、持続可能な保護司制度の確立に向けた検討会が令和５年５月から始まり、実

に１３回の意見交換等が行われ、令和６年１０月に法務大臣への確定報告がなされました。この中に委嘱時上限年

齢を撤廃という項目があります。内容は、社会経済情勢の変化に伴い、定年年齢が延長していることを踏まえ、令

和７年度から保護司会における年齢層のバランスに留意しつつ、新任委嘱時の上限年齢原則６６歳を撤廃するとい

うものです。この決定は、保護司の人材確保の幅を広げるもので、なり手不足の解消の大きな一助となると考えて

います。これからも生駒市保護司会は、人材確保と安心・安全度の高い街「生駒市」を目指して邁進して参ります

ので、皆様方の更なるご尽力とご協力をよろしくお願い申し上げます。

NO.７

令和６年度 奈良県更生保護事業関係者顕彰式典

１１月１１日（月）奈良県橿原文化会館大ホールにて顕彰式典が開催されました。

生駒市では、下記のみなさまが受賞されました。（敬称略）

おめでとうございます

法務大臣表彰 “社会を明るくする運動”奈良県推進委員会

米田 秀一 委員長感謝状 生駒市立光明中学校

全国保護司連盟理事長表彰 奈良保護観察所長表彰（特別功労）

木村 交作 藤堂 宏子 上原 夏子

中畑 光春 中村 けい子 奈良保護観察所長表彰（永年勤続）

近畿地方保護司連盟会長表彰 大槻 光男 木村 交作 中畑 光春

楠 敏子 作畠 美与子 中村 けい子 藪田 順子

近畿更生保護女性連盟会長表彰 奈良保護観察所長表彰（功労）

上原 夏子 辻本 光夫

奈良県知事感謝状 奈良保護観察所長感謝状（更生保護女性会員）

大槻 光男 西川 規子

ホームページを開設しました

生駒市保護司会ホームページ

URL と QRコード

https://ikomasi-hogosikai.com



令和６年度県外研修～鳥取刑務所を訪ねて～

令和6年11月29日（金）、鳥取刑務所の施設見学に行きました。背面は山林が、前面は田園が広がる自然豊

かな所に、東京ドームの面積の1.4倍という敷地を持つ鳥取刑務所は建てられていました。明治からの長い歴

史がありますが、昭和53年6月に現在の場所に新築移転され、平成16年には収容棟が増築された収容定員

651名という大きな刑務所でした。

最初にお話を伺った後、館内を案内していただきました。

収容者は、刑期10年未満（平均刑期は3年）で、現在は男子238名。罪名別

では、窃盗・覚せい剤と続くが、詐欺罪が増えている。また、再入所者・

60代以上の高齢者・発達障害等のメンタルケアの必要な人が増えている。

身体面・精神面等配慮しながら150名の職員（女性4名）が、一人ひとりに

見合った作業・教育を担っている。1日のタイムスケジュールに沿った行

動、当番を決めての生活、地域の方々の協力を得ての活動・交流を通し

て、ビジネスマナーや社会人マナーを身に付けて社会に戻り生活できる

よう願っているとのことで、職員の方々の細かい配慮や厚生への願いを

感じました。

再犯防止には、受刑者自らの自覚と努力が大切なのはもちろんですが、

社会に彼らの「居場所」と「出番」を確保するとともに、地域社会での

「見守り」も必要だという言葉に、更生・再犯を防ぐために保護司とし

てのかかわり方を改めて考える研修となりました。

3月11日（火）保護司会と更生保護女性会総勢20名で淀屋橋にある大阪地方

裁判所と東洋陶磁美術館を見学しました。大阪地方裁判所では、担当の方から

裁判所の種類や裁判の流れなどを聞き、実際の法廷内を見学し、裁判官の席に

座ったり法衣を着たりする機会を得ました。見学後、東洋陶磁美術館で中国陶

磁の至宝を見学しました。素晴らしい作品が多く、あっという間に時間が過ぎ、

有意義な研修会が終了しました。

自主研修（更生保護女性会との合同研修）

退任保護司からのメッセージ

～ 15年を振り返って～ 中村 けい子

今職を辞して、この15年を振り返り思うことは、本当に得難い経験を積ませて頂いたとい

うことです。深く感謝しております。

私が保護司となったのは、60歳の時でした。私が受け持った対象者は男性ばかりで、女性

一人を最後に担当しました。保護司になるに当たって、一番最初に決めた方針は、私が彼ら

の一番の味方になること、そして徹底して彼らの話を聞くということでした。最初はとにか

く振り回されていました。夜遅くの来訪。家出の捜索。来訪の時間を守らないこと・・・。面談を積み重ね

ていくことで、成長できたと思います。失敗もありましたが、今では楽しい時間だったと思います。

最後に生駒市保護司会の先生方、社会福祉協議会の皆様、保護観察所の皆様には心から御礼申し上げます。

ありがとうございました。「傷負ひし人の心に寄り添ひて 十五の歳月矢のごとく過ぎぬ」今の心境です。



令和６年度 活動報告

令和６年

４月１１日（木） 部会長会 役員会

４月２５日（木） 第一回統一研修会 「個人情報保護及び情報セキュリティの確保について」

総会

６月 「社会を明るくする運動」作文依頼・ポスター配布

６月 ３日（月） 犯罪予防活動部会

６月 ４日（火） 生駒市社明運動推進委員会

６月 ５日（水） 総務部会 協力組織部会

６月 ６日（木） 研修部会

７月 １日（月） 「社会を明るくする運動」のぼり旗・横断幕設置

７月 １日（月） 市内巡回パトロール（中止）

７月 ７日（日） 生駒駅前街頭啓発 内閣総理大臣メッセージ伝達式

７月１１日（木） 第二回統一研修会 「関係書類の見方・書き方について」

部会長会

７月３１日（水） 市内巡回パトロール のぼり旗・横断幕撤去 犯罪予防活動部会

８月 ６日（火） 第一回自主研修会 「保護司としての基礎知識」

８月２２日（木） 社明運動作文選考会

１０月１０日（木） 部会長会 役員会

１１月１１日（月） 奈良県更生保護事業関係者顕彰式典

１１月２９日（金）３０日（土） 県外研修「鳥取刑務所」

１２月２４日（火） 令和６年度「社会を明るくする運動」作文コンテスト生駒市表彰式

令和７年

１月 ７日（火） 令和６年度「社会を明るくする運動」作文コンテスト奈良県表彰式

１月１５日（水） 部会長会 役員会

１月１６日（木） 第三回統一研修会 「更生保護施設と自立準備ホームについて」

３月１１日（火） 第二回自主研修会・更生保護女性会合同研修会 「大阪地方裁判所」

第74回‟社会を明るくする運動”

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

7月は、‟社会を明るくする運動”強調月間・再犯防止啓発月間です。

‟社会を明るくする運動”はすべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について

理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築くための全国的な運動です。

のぼり旗・横断幕設置
内閣総理大臣メッセージ伝達式

顕彰式典



‟社会を明るくする運動”作文コンテスト

この作文コンテストは、次代を担う全国の小・中学生に、

日常の家庭や学校生活の中で体験してきたことを基に、

犯罪・非行のない地域づくりなどについて考えたことや

感じたことを作文にすることを通じ、本運動に対する理解

を深めてもらうことを目的としています。

優秀作品
小学生の部

桜ヶ丘小学校 田戸 一葉 「私たちにできること」 生駒市優秀賞

生駒南第二小学校 中田 結夢 「みんなの親切で社会を明るく」 生駒市優秀賞

生駒台小学校 満尾 悠人 「最高の社会を作るために」 生駒市優秀賞

中学生の部

大瀬中学校 佐野 蒼太 「私達の使命」 生駒市優秀賞

緑ヶ丘中学校 竹内 咲絢 「『思いやり』を大切に」 生駒市優秀賞

奈良県優秀賞

生駒南中学校 鹿毛 優里奈 「勇気と思いやり」 生駒市優秀賞

生駒市長特別賞

あすか野小学校 新野 凛 「小説から教わったこと」

生駒小学校 井上 佑希乃 「見守られる事の安全性」

生駒中学校 小野 衣織 「手をとり合って成長する」

生駒市更生保護サポートセンター利用状況


